
▼
利
用
者
に
分
か
り
に
く
い
…
国

や
県
か
ら
の
事
務
移
譲
や
合
併
に

よ
る
業
務
拡
大
で
、
本
庁
機
能
が

七
カ
所
に
分
散
し
分
か
り
に
く
い

▼
交
通
弱
者
に
不
便
…
現
本
庁
舎

は
、
バ
ス
や
電
車
な
ど
公
共
交
通

が
集
中
し
便
利
な
長
岡
駅
か
ら
遠

く
、
車
を
使
え
な
い
お
年
寄
り
や

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
利
用
し

に
く
い

▼
耐
震
性
へ
の
不
安
…
現
本
庁
舎

は
、
新
耐
震
基
準
以
前
の
昭
和
五

十
二
年
に
建
設
さ
れ
、
防
災
拠
点

と
し
て
の
耐
震
性
に
不
安
を
抱
え

て
い
る
。
ま
た
、
柳
原
分
庁
舎
（
中

央
公
民
館
な
ど
）
の
老
朽
化
も
課

題
と
な
っ
て
い
る

再
配
置
の
候
補

地
と
し
て
検
討
さ

れ
た
の
は
、
中
心

市
街
地
、
長
岡
操

車
場
地
区
、
幸
町
地
区
の
三
地
区
。

こ
の
う
ち
中
間
報
告
で
は
、

１
市
内
の
ど
こ
か
ら
も
バ
ス
な
ど

で
行
き
や
す
い
交
通
の
結
節
点

で
あ
り
、
車
を
使
え
な
い
交
通

弱
者
も
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と

２
駐
車
場
は
新
規
整
備
（
後
述
）

と
既
存
駐
車
場
の
活
用
で
対
応

で
き
る
こ
と

３
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

市
政
の
情
報
発
信
や
広
聴
・
対

話
機
能
は
、
市
民
の
集
ま
り
や

す
い
場
所
に
配
置
す
る
こ
と

な
ど
の
理
由
か
ら
、「
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
中
心
市
街
地
へ
配
置
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
し
て

い
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎

の
再
配
置
に
あ
た

っ
て
委
員
会
は
、

徹
底
的
な
節
約
を

求
め
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
案
で
は
、

１
国
の
補
助
制
度
「
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
」
を
活
用
す
る
こ
と

２
空
き
ビ
ル
の
活
用
が
見
込
ま
れ

る
こ
と

３
現
本
庁
舎
を
改
修
し
て
老
朽
化

し
て
い
る
柳
原
分
庁
舎
の
替
わ

り
と
し
て
利
用
し
、
不
用
と
な

る
土
地
は
売
却
で
き
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
ほ
か
の
候
補
地
よ
り

市
の
負
担
は
少
な
い
も
の
と
見
込

ま
れ
ま
す
（
左
表
）。

中
心
市
街
地
案
で
課
題
に
な
る

の
が
駐
車
場
で
す
。
三
百
台
程
度

の
新
規
整
備
と
既
存
駐
車
場
の
活

用
で
対
応
で
き
る
と
判
断
し
ま
し

た
。中

間
報
告
で
は
、
コ
ス
ト
を
抑

え
る
と
と
も
に
、
長
期
間
利
用
で

き
、
市
民
の
誇
り
と
な
る
よ
う
な

庁
舎
を
整
備
し
、
合
併
新
市
の
市

民
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
の
再
配
置
検
討
で

中
間
報
告

「
市
役
所
本
庁
舎
は
、
中
心
市
街
地
へ
の
配
置
が
望
ま
し
い
」
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行
政
機
能
再
配
置
検
討
市
民
委
員
会
（
会
長
・
豊
口
協

き
ょ
う

さ
ん
）

は
七
月
二
十
八
日
、
中
間
報
告
を
ま
と
め
森
市
長
に
提
出
し

ま
し
た
。

庁
舎
の
分
散
配
置
や
交
通
弱
者
の
利
便
性
な
ど
、
市
役
所
が

抱
え
る
問
題
点
を
検
討
し
た
結
果
、
中
間
報
告
で
は
、
①
中

心
市
街
地
へ
の
配
置
が
望
ま
し
い
、
②
コ
ス
ト
を
抑
え
市
民

の
誇
り
と
な
る
庁
舎
を
、
③
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
さ
ら

に
検
討
を
、
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
市
役
所
が
抱
え
る

問
題
点

？？

①
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
中
心
市
街
地
に

②
コ
ス
ト
を
抑
え
市
民
の
誇
り
と
な
る
庁
舎
を

◆３候補地のコスト比較（額はいずれも概算）

候
補
地

中心市街地
（分散か一括）

長岡操車場地区
（一括集中）

幸町
（第２庁舎建設）

項目 コスト
（億円）

項目 コスト
（億円）

項目 コスト
（億円）

支
出
分
①

・庁舎整備
・駐車場対

策
・現本庁舎

耐震改修

105

・庁舎整備
・用地取得
・現本庁舎
耐震改修

110

・第２庁舎
整備

・柳原分庁
舎建替

・現本庁舎
耐震改修

75

節
約
分
②

・まちづく
り交付金

・合併特例
債元利償
還金国補
てん分

・柳原分庁
舎、幸町
分室
敷地売却
益

・現分室等
賃借料

分散
なら
△70

一括
なら
△60

・まちづく
り交付金

・合併特例
債元利償
還金国補
てん分

・柳原分庁
舎、幸町
分室
敷地売却
益

・現分室等
賃借料

△50

・合併特例
債元利償
還金国補
てん分

・現分室等
賃借料

△30

差引コスト（億円）

〔①－②〕
分散35
一括45

60 45

こ
れ
ま
で
主
に

機
能
面
か
ら
検
討

し
て
き
た
委
員
会

は
中
間
報
告
で
、

中
心
市
街
地
に
再
配
置
す
る
場
合
、

１
平
成
十
五
年
度
に
中
心
市
街
地

構
造
改
革
会
議
で
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
の
た
め
に
「
公
共

機
能
の
ま
ち
な
か
回
帰
」
が
提

言
さ
れ
て
い
る
こ
と

２
す
で
に
市
民
セ
ン
タ
ー
や
戦
災

資
料
館
、
ま
ち
な
か
・
考
房
が
あ

り
、
今
後
、
集
会
や
ス
ポ
ー
ツ
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
機
能
が
配

置
さ
れ
る
計
画
が
あ
る
こ
と

３
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
既
存

の
市
民
利
用
施
設
の
機
能
に
つ

い
て
も
、
建
て
替
え
時
期
な
ど

を
と
ら
え
、
中
心
市
街
地
で
の

立
地
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
「
一
括
配
置
、
分
割
配

置
ど
ち
ら
も
可
能
で
あ
る
が
、
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
さ
ら
に
検

討
を
」
と
提
言
。
今
後
、
多
方
面

の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
波

及
効
果
や
相
乗
効
果
を
高
め
る
具

体
的
な
計
画
策
定
に
結
び
つ
け
る

よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。
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③
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
さ
ら
に
検
討
が
必
要

■「市役所機能再配置に関する意見交換
会」を開催します
今回の中間報告を踏まえて、市民のみなさんと

市役所移転について語り合います。
入場無料。直接会場へどうぞ。

日 時＝９月９日午後６時30分～８時
会 場＝厚生会館中ホール
定 員＝150人（先着）
問行政管理課39・2208

■中間報告の詳細はホームページに
中間報告の詳しい内容を長岡市ホームページ（ht

tp://www.city.nagaoka.niigata.jp）に掲載してい
ます。また、市役所１階市民情報ラウンジ、市民
センター、厚生会館、各支所地域振興課で閲覧で
きます。
ご意見は〒940－8501（住所記入不要）長岡市行

政管理課39・2208、39・2272、Ｅメールgyou
kan@city.nagaoka.lg.jpへ（住所、氏名を明記して
ください）

みなさんのご意見をお聞かせください！

『
ま
ち
な
か
シ
ョ
ッ
プ
』が

大
手
通
り
に
オ
ー
プ
ン
！

中
心
市
街
地
で
商
売
を
始
め

る
新
規
経
営
者
を
支
援
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
が

七
月
二
十
五
日
、
大
手
通
り
の

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」
一
階
に

『
ま
ち
な
か
シ
ョ
ッ
プ
』
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
出
店
者
に
約

二
坪
の
店
舗
ス
ペ
ー
ス
を
一
年

間
格
安
で
提
供
し
、
経
営
ノ
ウ

ハ
ウ
を
習
得
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
。
今
回
は
よ
り
多
く

の
人
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
ま
ち

な
か
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進

め
よ
う
と
以
前
よ
り
長
岡
駅
寄

り
に
店
の
場
所
を
移
し
ま
し
た
。

出
店
し
た
の
は
、
美
容
、
陶

器
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
三
店
舗
。

若
者
向
け
の
衣
料
を
販
売
す
る

須
藤
悠

は
る
か

さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
県

内
に
な
か
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
長
岡
の
若
者
に
広
め
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

営
業
時
間
＝
午
前
十
時
三
十
分

～
午
後
六
時
三
十
分
（
土
・

日
・
祝
日
は
午
後
六
時
ま
で
）

定
休
日
＝
月
曜
日

▲個性的な「まちなか
ショップ」にぜひどうぞ

「サービスを基本とした
新しい市役所の姿を」

委員会では「行政サービスと
市民を密接に結びつけるこ

とができる、合併新市にふさわ
しい便利な市役所」というテー
マで、委員が自由に発想し、意
見を交換する形をとりながら検
討が進められました。

高齢者が増えていく中、車を運転する人もしない
人も来庁しやすく も集まりやすい場所は、長

い歴史がある大手通りだと思います。公共サービス
の要である市役所が中心市街地に配置されることは、
まちづくりにも大きな効果があると考えます。

新しい市役所は、建物ありきで考えるのではなく、
市民が行きやすく、入りやすいという「サービ

ス」のあり方を基本に考えることが大切です。駐車
場やバスのシステムなど、検討していかなければな
らない課題もありますが、今回の市役所の再配置が、
まち全体の交通システムを見直していくきっかけに
もなると思います。

海外では、交通の便がよく集まりやすい中心部に
行政機能が分布し、市民と一体でまちづくりを

している事例が見られます。市役所本庁舎の再配置
が、かつての日本の行政構造から脱却したインター
ナショナルな行政システムに変わっていく、代表的
な動きとして注目されるとすばらしいと思います。

会 長 に 聞 く 豊口 協さん（長岡造形大学理事長）


